
環
境
学
の

未
来
予
測

専門は人文地理学。研究対
象地域の選定には偶然の出
会いも大切にしており、ここ
15年近くは、キリシタン信仰
でも名高い長崎県平戸島に
深い縁を得ることになった。

今里 悟之

理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　名古屋から直線距離にして約1000km。奄美群島の一つ、人口6200人の喜界島。この小さな南の島が今

回の授業のフィールドです。その理由は、この島が約10万年前にサンゴ礁の隆起により形成され、島の表面が

サンゴの化石で覆われており、今も海にはサンゴ礁の生態系が息づいている「サンゴの島」だからです。「サン

ゴ礁のシステムを理解し、10万年間の地球環境の変動と歴史を感じてほしい」と山崎先生。専攻を問わず、環

境学研究科の学生を対象に行われます。

　授業は２泊３日。サンゴについての基礎的な講義の後、海洋実習。環境によるサンゴの分布や成長の違い

を、シュノーケリングで海に入って観察、計測します。２日目は喜界島の成り立ちを表す露頭や、海水準の変動

でできたサンゴ礁段丘、サンゴ礁性石灰岩の湧水地を見学。サンゴと密接に結びついた集落や人とのかかわ

りを地域の人との対話を交えながら、見ていきます。そして最終日はワークショップ。実習の調査結果を踏まえ

て、将来の地球環境の展望についてプレゼンテーションを行います。実はこの授業、現地で九州大学、北海道

大学と合流するので、実習の班は年齢も専攻もさまざまな人と組むことに。「多様な意見を聞いて、場を体験し

て、環境について自分の言葉で語れるようになってほしい。」と山崎先生。

　南の海で、自然とそれを取り巻く文化を体感する貴重な３日間。環境学研究科の多様な分野の学生が広く

参加して、さまざまな視点から地球環境を議論できればと願っています。

実はこの授業、現地で九州大学、北海道実 の 業 現 九 大

大学と合流するので、実習の班は年齢も専攻もさまざまな人と組むことに。「多様な意見を聞いて、場を体験し大 合 す の 実 の は 攻 さ ま 人 む と 「 様 見 聞 て を 験

い。」い 」てほしてほしなってな てようにように語れるよ語れるよて、環境について自分の言葉で語て 環境について自分の言葉で語、 境 つ 自 の 葉 語 よ な て い
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秩序のあり方から見る、人々の歴史

　この授業の最大の魅力は、喜界島の宝石
のように美しいサンゴの海で実際に泳ぎ、自
然を全身で体感できる点だと思います。普
段は濁った海しか見ていない自分にとって、
透明度の高い海と多様なサンゴの景観はと
ても感動的でした。実習ではサンゴ礁だけ

でなく、島各所の露頭や地形、集落も巡りますが、それらす
べてがサンゴに由来する地質の上に成り立っていることを
学びました。地質と自然、そして人の暮らしが密接につなが
る、地質的に非常にユニークな喜界島を通して、島そのもの
と島人の営みを深く感じることができた授業でした。

地球環境科学専攻
地球惑星系生態学講座
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こ
の
世
界
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
「
秩
序

の
よ
う
な
も
の
」
（
あ
る
い
は
原
理
な
ど
）

を
探
り
当
て
る
こ
と
は
、
多
く
の
科
学
者
の

夢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
主
に
地
理
学
や

民
俗
学
の
立
場
か
ら
、
日
本
の
農
山
漁
村
集

落
の
実
例
を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な
秩
序
の

あ
り
方
を
探
究
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場
合

の
「
秩
序
」
と
は
、
そ
の
土
地
で
日
常
生
活

を
送
る
人
々
が
作
り
上
げ
て
き
た
も
の
を
指

し
、
空
間
的
な
も
の
と
社
会
的
な
も
の
の
両

面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
人
々
と
の
会
話
の
中
か
ら
、
あ
る
い
は

集
落
に
残
さ
れ
て
き
た
新
旧
の
文
書
類
な
ど

か
ら
、
垣
間
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
空
間
秩
序
で
は
、
生
業
の
現
場
で
あ

る
農
地
・
林
野
や
海
面
・
水
系
な
ど
を
ど
の

よ
う
に
区
分
し
、
田
畑
の
一
筆
や
個
々
の
岩

礁
に
至
る
ま
で
呼
称
を
ど
の
よ
う
に
割
り
振

る
の
か
、
風
が
吹
い
て
来
る
方
位
や
潮
が
流

れ
て
行
く
方
角
を
ど
こ
ま
で
細
分
化
し
て
名

前
を
つ
け
る
の
か
、
集
落
の
内
と
外
と
の
境

界
地
点
や
心
の
拠
り
所
と
な
る
神
々
を
ど
の

よ
う
に
配
置
す
る
の
か
、
な
ど
が
問
題
と
な

り
ま
す
。

　

次
に
社
会
秩
序
に
は
、
集
落
自
治
会
の
役

員
を
ど
の
よ
う
な
「
格
」
の
家
の
戸
主
が
担

う
の
か
、
宗
教
組
織
を
代
表
す
る
氏
子
総
代

（
神
社
）
や
宿
老
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）
に

は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
就
任
す
る
の
か
、
各

組
織
の
会
費
に
家
ご
と
に
差
が
あ
る
と
す
れ

ば
そ
の
理
由
は
何
か
、
と
い
っ
た
事
柄
が
関

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
農
山
漁
村
の
秩
序
の
あ
り
方

は
、
一
定
の
環
境
の
中
で
暮
ら
す
人
々
の
考

え
方
の
表
れ
で
あ
り
、
慣
習
や
行
動
を
大
き

く
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
世
の
中

の
動
き
に
応
じ
て
歴
史
的
に
も
少
し
ず
つ
変

化
し
て
行
き
ま
す
。
林
野
資
源
の
利
用
低
下

や
田
畑
の
耕
作
放
棄
が
続
く
と
、
生
業
に
関

わ
る
空
間
秩
序
の
大
部
分
は
希
薄
化
し
、
人

口
減
少
と
人
手
不
足
で
自
治
会
の
重
職
に
新

し
い
住
民
が
次
々
に
就
任
す
れ
ば
、
集
落
内

の
社
会
秩
序
は
再
編
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

46
億
年
の
地
球
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
人

間
の
歴
史
は
ご
く
僅
か
で
す
。
自
然
地
理
学

で
あ
れ
ば
地
球
の
長
い
歴
史
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
人
間
の
暮
ら
し
の
営
み

を
、
自
然
も
含
め
た
地
域
と
い
う
舞
台
と
の

関
わ
り
か
ら
捉
え
る
人
文
地
理
学
で
は
、
扱

う
こ
と
の
で
き
る
時
代
は
限
ら
れ
ま
す
。
歴

史
地
理
学
の
分
野
で
も
概
ね
千
年
程
度
で
あ

り
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
人
々
の
営
み
を

知
る
こ
と
で
「
未
来
予
測
」
が
可
能
か
ど
う

か
は
、
非
常
に
難
し
い
課
題
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
日
本
の
農
山
漁
村
に
お
け
る
空
間

秩
序
や
社
会
秩
序
に
関
わ
る
知
見
を
、
人
間

社
会
一
般
（
も
し
か
す
る
と
大
学
も
？
）
へ

の
普
遍
的
な
示
唆
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
我
々
が
人
と
し
て
心
得
る
べ
き
賢
い

知
恵
の
発
見
が
、
僅
か
な
が
ら
で
も
可
能
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


